
資料 2-4

平成 23年に実施する患者調査 新旧対照表 (案 )

・病院入院 (奇数)票

・病院外来 (奇数)票

・病院 (偶数)票

・一般診療所票

・歯科診療所票

・病院退院票

・一般診療所退院票

厚生労働省



新 23年調査 (案 )

平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された 1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指 定さ,tた 1日 )
・15査 実施 日の変更

(31 患者の住所 1 1  当院と同じ市区叶村内2義コi前の
=区

幡 1 朧 1 臨 区
lTオ |

訃琲聰蒻 鼈 ‐

1病院と同じ市区町村内

腱̈ 甲→□離□森□需村

○記入しやすいように選 lFKl支 の表記を
変更。

○回答の精度向上のため、注釈を追加
する。
調査Jf項に変更なし

(4)入院年月日

←1)入院年月日 1  入院年月日 成

和

平

昭 年 月 日

(■ )入院年 月日等

(1)入院年月日等「
勒l

入院年 月日 成
和

平
昭

年 日

過■の入院の有無

[il]ま]Iil首
』i〕

1有 ―→

2無

退院年月日    |

平成   年   月   日

○項目名の変更

○,0去の入院の有無の間1除
再人院の状況について、想者の lJl向

(入院前の場所、在1完 lul問 等)と 併せて
把握した方が、地域特 l・lに応した医療
17「E供 体制の整備等、医療行政への活用
により有効であるため退院票へ追加し、
記入者負担軽減のため人院票からは肖1

除する。

(5)受療υ)1た 況

ヽ
―
―
―
―
―
―
ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈

r̈15 tr'llkUり と
は、以下の疾Iを

"を
含む

“

知症
滸11作用4"贅に
よる精

"1及

び行動
の暉答,

鶴 失瞑掟、絡
合失

"症
型障害

及つ咳 all性 71●

:確理 露・

その他あ榊 l及

び行動めlt害

(ただしい 的燎薔
く精神遅滞 >」 は
除きます.)

正常分 llt(Ц ll台 自然分娩)        3 iE常 妊娠・ 産し上くの管J!
17jl11モ 者に対する検査、健月〔診ルi(査 )・ 管F1 5そ のlLの 保健サービス

キ,庫ゅ  
「燥性肝条」、「肝硬変Jスは「肝及び肝内胆管の悪性新生物」の場合は、

} :墨群炎多1;じ貪編鍔懃様|コ詳炎;″んスれcあともに陽桂

l宮1畿魏妻諄:醜慮～
|

槽尿病 (合併 ll■を伴わないもの)07 1tu満 (症 ) 12 Fll塞 性 末IIl動 脈疾患

[][llilttξ 伴流 蹄 ‖ 魃
T財

励

饉 鰭
ふ m)

(5)受 療の1太 況 治療 正常分娩 (単胎 自然分娩 )

健月モ者に対する検査、llll‖ モ診 」r(査 )

3 jF常夕i娠・ lrじ ょくの管 F■

管理 5その他の保 llllサ
ニ ビス

(1州 :til)Ⅲ ,|●

(1":,|サ

'FI卜 `)IIrl“ ■ ,I“ ri

t!l力
(ス )ヤ |:1人

また、複数の

“
蒻にrr忠してぃる
jl合

lま、lll傷

"名襴のIFか ら談当す
るものすべてを避
択してください.

「16精村'疾 OJと
は、ァ″ッン、ィ
マ‐翡を含む認
知症、鷺か,作用物
質による精Ⅲ腋 む
行動の障害:統合
失口症、統合失露

憑程需喜為酵庁
[感 lll]障各 |1赴
症性障害、てんか
ん、そ0也の将‖
及び行動の陣雷
を|ヽいます。(ただ
しr精ゃ田市,は除
きます。)

―外傷の原因 (中毒を含む)

主傷病名が外傷(中毒を含む)の

〕場合は、下欄からその原因を該当
する番号で1つ記入してくださぃ。

宮纏魏華妻|

i累彎夕鍛
転倒:転落 | |

筋
協
利

⑦
③
⑨

(2)漏1傷病 名 (1夕 当する(、 のすべてに0印をつけてくだヽい )

帖肺  (合 0,l.を lFl,な いt,の )10高 血圧 (症 )

糖尿病 (性 )腎 症     1l lc血 性′し、疾忠
糖尿病 (性)網膜症    12脳 卒中
糖尿病 (性 )|,経 障害   1 3 Fll塞性末梢動脈疾患
尿病〈性)足病変    14大 Ill脈疾患

00,00以外の合併症を伴う糖尿病 (大 JID脈解llL、 大」lllntt瘤 )

(症 )        15慢 性腎不全劇■性腎臓病 )

高1旨 ni症 (脂 Fl異 常症) 16格 lll疾 患
17その他の疾患

OIF疾 患の1夫況の追加
1'F炎 対策基本法 (平成22年 1月 llL

行)に jL‐ づき、肝 炎の総合対策をll pltし

ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握はi[要 であるか、現行の主傷病 7.の
みでは把握できていないため

.

0外傷の原因
回答方法が異 /1・ るとIi雑になり回答 170

111度 が落ちるため lLの調査項 目と合
わせた回答方法へ変・l_.調 riJi項 に変
llな し.

Oli lttrll名
「柑尿痛 (性 )網 1賞 l■ 」―喘 尿病 q■

)

‖R合併症」(■ 傷病名の分頓に統一)

「平i尿 病 (性 )足 病変J(日慨 数が少な
いため浄1除 )

(1欄謂瀞綿讐脇鵬螂 |

選択肢番号を変更 )

○注釈

品1傷痛についてli設 問とlfl機 1~る た
め注釈を削除 .

「柑神疾患]について、前潔に1笙 理
`



新 23年調査 (案 ) 日・20年調査 変更理由等

肖J除

(6)透析治療の状況

鉤̈
1  ‖L持透析 7台療中 2  そのlLの透析治療中 3  治療なし 4  不り1

医療施設静 lLI調 査において、それぞ
れの医療施設 における人工透析の1か

月間の件数の把握を行つている:また、
は:会 I[療 診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分析を
することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負担 1軽 減を図る観点から
尚1除する。

(6)診療費等支払方法

(6)診療費等
支払方法

1自 費診療
(保 険外併用
療養費を含む )

2医療保険等、
公費負担医療

3介護保険

(介護扶助を

含む )

(医療保険等 )

彙康保険・各種共済組合(本人)

健康保険各種共済組合(家族)

国民ltt康 保険

退職者医療

該当す札 の :

電,15塁Γ::

鶉

６
１
ｏｌ
ｏＬ
ビ

『
´

(公 71負担医療 )

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療にlllす る法律

精神保健及び‖,|や 障害者福|」こFll●ち 法律 (措置入院)

障害者自立支援法 (育成医療、更生医療)

生7舌保・ll法 嘔 療扶助 )

その他の公マセ負lllによるもの

(7)診療費等支払方法

該当するもの
すべてを通択し
てください: |

傷盤:現3
絶興

`ほ

繊:「

い:   |

(7)診 療費等

支払方法

1 自費診療
(保険外併用療養費を含む )

2医療保険等、公費負担医療

3介護保険
(介護扶助を含む )

1 (医 療保険等 )

Π (公費負r・ 医II.)

¨̈̈̈

ヽ
―
―
―
―
―
ノ

法

　̈̈
感

情

生

そ

仁
ｒ
１ｌ
Ｌ
Ｆ
ｗ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担l怪減を図るため、選択 1支 を統合
○「全国 lll味 保険 lJj会 管掌健康保1倹」、
「健康保険 IIl合 」、「各III共 済組合J→
「

ltl康 保険・各fI共済組合 J

O「 退職者医療 (本 人 )」 、「退職者医療
(家族 )」

→ 唾 職者医療」

※それぞれ選択 1支 の統合前の医療保
険別数値…・保険局調査課「医療費の

lll向 Jで把握 可。

正式名称ではわかりにくい選択Л支につ
いて、-11的な略式名称に変更又は‖i

足説明を追カロ
Of高齢者の医療の確保に関する法律 J

―「高齢者医 llr(後期高齢者医rrr‖1

度 )」

○「精神保健及び‖i神 障害者福れ日こ月
する法律,一「(lqL世 入1完 )」 を追加

入院と外来、又は、rll院 と診療所を合
算した全数を把 lFanす るため、他の調査
票と合1)せ 選択 1支 を追加
○「障害者 自立支 1■ 法 崎 成医療 、更生
匹瞭 )J

漕:釈

○他の項 目と統 ―した書き方に変更

(7)病床のIIl別

(7)病床のfll別  1         1  精神病床 ‐     4 療養JDl床 (医療保1資適Jll病床)

2 感染症病床     5 療養病床 (介護保険適11病床)

3  結核病床      6 -般 病床

(10)病床の11別

m病肺剛
1脚

病床
[〔分‖篇 〔£琴

養病棟
〕 :III‖ 脈偲‖揆[I滑窯

3  感染症lil床             7  -11病 床

4  結核病床

七人性認知症疾患療姜rjI棟 を有する
liL設 の減少により、出現数が少ないこと
から「11‖ ]病 床」として統合惟理する。

※老人性認知症疾患療養病棟… 介言1
サービス施設・lF業 所調査で把握可.

(9)来院時の状況

jll花 募ヽ Li

IJll熱 |お嘉二||■五ふ|お昂二1姜れよヽ

(9)1文 急の状況

|:曽■
1111:|::::::::〔||

‐i:'1■ li l.:‐

○項 目名の変更
救急での来院か否力、また、救急であ

る場合は来院の手段や時間‖:等 、来院
時の状況を総合的に把握する調査項 目
であるため。
○選ll・k肢 がわかりにくいため表現を変更
「救急外J(を受診」一 1徒 歩や自家用
41等 による1文急の受診」
「1～ 3以外」→「通常の受診 J

O回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度

が落ちるため、来院の手段と,キ間 hiを段
階的に回答するよう選択B支を分ける。

(101入院の状況 1 1   生命の危険は少ないが入院治療を要する
.    4   

検査入院

警:「11‖ :言li「【#iLぇば退院硫  5枷

(10)入 院の状況

(H)入院の 1夫 況 生命の危険は少ないが入院治療t手術を要する .    4   検査入院

生命の危険がある                 5   その他

受け入れ条件が整えば退院可能

(H)入院の1人況 Or生 めの危険は少ないが入院治療を
要する」
「手衛」は

'入
1完治療」に含まれるため

肖1除する。

○注釈    
‐

回答する時点を明rlEに ■
~る

ため追加
する。
調査事項に変更なし

-2-



ル「 2311・調査 (案 )

平成23年 10月 18日 ～20日 (指定された 1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指 定された1日 ) 調査実 liL日 の変更

(3)忠者の住所 1 1 当院と同じ都道府県内
2 当院とは別の都道府県 →

|    1語 鷲
: 雛鋼認難殿→

「
―一¬需慣

記入しやすいように選択肢の表記を変更。
調査事項に変更なし

(1)外 来のfI別 初

診

院

診
通
往

再

来

1躁動淵―
前回診療 (訪間)月 日

平成 23年     月     日

(4)外来の種別

(4)外 来の種別 初

診
院
診

通
往

再

来

3 通院
4 往診
5  訪問診療
6 医師以クト

前回診療 (訪間)月 日

平成 20年    月     日

調査時1切 に合わせ「平成23年」へ変更。
調査事項に変更なし。

(5)受療の1夫 lPt

ヽ

―

―

―

―

―

―

ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈

:̈:5111キ1芸

`Jとは 以下の共鳳を
いいます。

口を含む路知症
捕|1作用物質に
よる稽や1及●行動
,障害  |
統合失膊症 :‐

“
合失調FLttII害
及び妄想性n害
r rX分 [感‖]ll杏
神経症性障害

:その他の情|1及
びrr勁の障害

鴇 躙 彗
ltきま九 ).

:澁晨客腔碁軍壇凛釜1性[診断崎)管理:干説緩焼
・産じ1くの管理

6そ の他の保 llllサ ービス

主り率|′
｀
鴨 嘗圧本」、「肝再変J又 は「肝及び肝内胆管の悪性新生物Jの場合は、

C型肝炎ウイルス(Hcv)陽性
,型肝炎ウイル不(HらV)及びё型肝炎ウイルス(HCV)ともに陽性

:宮黎妻袋選彗ま :島鶴二ご憲の事■

(2)Fi l傷病名(1と 当立亜上のすべてにO印をつけてください.)

02 糖尿病 (合 併症を伴わないもの)071L満 (症 )      121‖ 塞性末価IIJl脈疾患
~

03 情尿病 (性 )腎症      o8高 1旨ll症 0情質異常rT)13大 動llA疾 患
04 1糖尿病 (性 )1艮合併症    09高 血圧(liF)       (大 lllllt解 1に、大 llJl脈 17)
05 糖尿病 (1・

j)神経障害    10 11F ll性 心疾患     141■性1!不 全 0崎 11‖臓病 )

06 03～05以外の合併症を伴う糖尿病 11脳 卒中         15岸 i神 疾患

(5)受 療の1りt況 療 i[常分娩 (単‖台自然分llt)

健虜t者 に対する検査、lll11〔診断 (査 )

その他の保籠サービス

3正 常クItt llじ にくの管理
管理15■ l」 接 i[

(例 :t■ )"‖月

(り :"11却 1誡
'り

)

また.複 致の傷
痛に罹0している

場合は、ll務綺名
機の申から該当す
るものすべてを選
択してください:

r16柿 11埃■Jと

ヤー翡を含む21
如症、精||■用物
質に るヽ前ll及 び
行JJl,障 害、統合
失四症:統 合失調
症型腋害及び妄
恕性籠答、気分
〔感情]障害t神経
症性燎雷、そ́力:

ル、そのにの精神
及び行動の|1害
をいぃます.(ただ
し哺‖1迅

r●」|十除
きます:)

自動車交通事故  ⑦ 自傷
自転車交通事故  ③ 他傷
その他の交通事故 ⑨ 不明
不ポーツ中の事故
転倒・転落

(2)漏 1傷病名 (該 当する(,の すべてにO印をつけてください^)

帖
'■

■ (合 lll症を伴わなt■ ,の)10高 lt圧 (fjL)

糖尿病 (性 )腎症     ‖ 1に 111■ 心疾忠
糖尿病 (性 )網膜症     12脳 卒中

機晨儒 出 樫籍装

害
 場 契命樵嚢思

卿 疾患

Q8～ 06以 外の合併症を伴う糖尿病  (大動nFF角 7剛 t、 大Jll別 :1,)

1巴 ltl(症 )        15慢 IL腎不全(性 l・I腎臓病 )

高1旨 lln症 (1旨質異常症) 16精 ‖1疾 患
17そ の他の疾赳

○肝疾患の1人 ll■Lの 追加

肝炎対策基本法 (平成22年 1月 施
行 )に 基づき、肝炎の総合対策をlЁ進し
ていくLで 原因ウイルス別の患者数の把
括ヨ■重要であるが、現(1の 主(1病 /r.の

みでは把握できていないため。

○外傷υ

"爪

囚

回答方法が異なると煩‖tになり回答の

1li,■が 71ち るため lLの調 14」
・項 目と合

わせた回答方法べ変更。調査JF項 に変
更イ|し。

Olil傷病名
『糖尿病劇〕細 1党症 J―「糖尿病 (性 )

‖R ttlll症 」(■傷病 名の分類に統一 )

「糖尿痛 01)足病変J(出 現数が少な
いため門1除 )

「03～ 05以 外の合併症を伴珈 尿病」
(f‖尿病 (性 )足病 変」を聞1除 したた1/1

選択1支番号を変更 )

O注釈
だ1傷病については設間と」・複するた

V,注 釈を印l除
`

r柿 ‖〕疾患」について ml・4・ に蛯 ]!。

-3-



新・23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

削 除

(6)透 析治療の1大 況

(6)透析治療の i  l  語L持透析治療中 2  その他の透析 7台療中 3  治療/1・ し 4  不明

[」
蛛讐円〕

医療施設静態調査において、それぞ
れの医療施設における人工透析の1か

月間の件数の把握をイテっている。また、
社会医療診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分析を
することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負担軽減を図る観点から
削除する。

(6)診療71・等支払方法

(6)診療 費等
支払 方法

該当するもの
すべてにO印を
う1カ〔くださ。ヽ

籍霧‐
G興

`与

凛ま:F

l自 費診療
(保 険外併用
療養費を含む)

2医療保険等、
公費負担医療

3介護保険

(介護扶助を

含む )

険
者

保
用動『

な

サ

1

01

02

03

04

11

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ

１ヽオー

鷹 [1[li繁 1:‖ 隕 簑 鼻賞Jぶ

国民 lll・月ミ保険        07 自IJl車 損害暗 lll保 障法

退職者医療         08 その他

(公 71負担医療)

感染症の●‐防及び感染症の忠者に対する医療に関する法律

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療f精神通院医療 )

生7千保護法 (に瞭扶助 )

そのlLの公7t負担によるもの

(7)診 療費等支払方7_I

(7)診療費等
支払方法

該当するもの|
すべてを選択し
てください:|

なお:介謝♀険
ザニ

=ス
利用者

臥5潜亀姿譲
を併用している
場合はtそれら
の両方について
記入してくださ|

自費診療
(保険外併用療養費を含む)

2 EJr lrt保 険等、公費負担医療

3 ′卜言鮨傷:険

(介 護1夫助を含む)

I (医 療保険等 )

(公 lt員 1■医療 )

―ヽ

法鏃対感

障

生

そ

′―

ヽ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担怪減を図るため、選択肢を統合
○「全国ltt康 保険協会管掌lllt康 保険 J、

「ltt康 保険組合J、
「各種共済組合J―

礎 康保険 各種共済組合」
Or退職者医療 (本 人)J、「退職者医療
(家族)」

→「退職者医療 J

※それぞれ選択肢の統合前の医療保
険別数値… 保険局調査課「医療費の
IJlron」 で把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名称に変更又は‖i

足説nJlを 追加
○「高齢者の医療のrlL保 に llす る法11:J

■「高齢者医療 (後 期高齢者医rr‖ |

度)」

0嚇 害者自立支援法」―f(育成医療、
更」

=ll療
、li刹!通 院医r.)」 を追加l

注釈
○他の項 目と統一した書き方に変更

1(院 |キσ)状 il・

(8〉 来院時■状ユl            救訪 受診

|,7零子 ‐ 〔|千 在募
=首

豪片崖1‐  通常の受診   「 2 敬急車により搬送 | 13

〕
iちi菖i高丸碁::=,::'1鬼編

1診ⅢⅢ商||ラ ||● :´ⅢⅢ

^■

診

(9)1文 急の状況

■1林
読|卜 ,|11‐ |■|二 峰́■

'||^琴

■診|‐ |チ IⅢIII調 ‐■■う
^幸箸‐〕

○項目名の変更
救急での来院か否か、また、1■ 急であ

る場合は来院の手1/tや

'キ

問‖1等 、来院
|キ の状況を総合的に把握する調 j4wi項 目
であるため。
○選択1支 がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診J→「徒歩や自家月]

車等による1文 急の受診 J

「1～ 3以 //1J― f通 常の受診」

〇回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の精度

が落ちるため、来院の手段と,キ間帯を段
階的に回答するよう選択肢を分ける。
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711・ 23年調査 (案 )
1日

‐20年調査 変更理 lll等

平成23年 10月 lS日 ～20日 (指定された1日 ) 平成20年 10月 21日 ～23日 (指 定された1日 ) 調査実 iL日 の変更



新・23年調査 (案 ) 相・20年調査 変更理由等

平成23年 10月 18・ 19・ 21日 (指 定された1日 ) 平成20年 10月 212224日 (1肯定さオ■た 1日 ) 調査実liL日 の変更

(3)患 者の住所

0艦峨所
|:黎魃 ¬ 臨

(3)愚者のll所

0患者の住所
|: シ需i鳳棚 鰍 →|  1緞

記入しやすいように選択1支の表記を変更。
調査事項に変更なし

(■ )入院 外来の種別l等

(4)入 院・外来の

fIBl等

入

院
入院年月 日 成

和

平

昭 年

初

診
院

診

通
往

再

来 :程|:謹認診療姉間}~ 前回診療 (訪 問)月 日

平成 23年  月 日

(4)入院 外来のTI別 等

魏̈ 入

院

入院年月 日 成

和

平

昭 年 月 El

舞鯛鰊訪野IT'「

11.:有 →

[2‐ ‐無

退院年月■  | , |

革i:|:=‐ 11‐
1告

外

来

初

診
院

診
通
往

再

来 鷲器政策υ棚}二
院

診

通

往
前回診療 (訪 問)'1日

平成20年 . 月  日

Oi6去の入院の有無の削除
再入院の状況について、患者の動向

(入院前の場所、在院期 F・3等 )と 併せて
把握した方が、lL域特性に応した医療
提供体制の整lli等 、医療行政への活用
により有効であるため退院票 追ヽ加し、
記入者負担 1隆 減のため一般診療所票
からは肖1除 する。

○調査1キ期に合わせ「平成23年」へ変更.

調査・41項 に変更なし。

(5)受 療の状況

(5)受療の状況

ヽ

―

―

―

―

―

―

ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈

r̈'511‖ :埃■,と

|ミ 以下の疾腋
いいますt l:

・アルツ′ヽイマ■
:

膚を含むIB知症

鼎編侵霧場

祠
書鰐潟響41

(ただしい

“

暉答

議期 ,ず

:毒集箸僣(戦艦

`温

診断崎).管理:軍離短
・産じよく哨理

6その他の保健サ =ビス

(5)受療の状況

(5)受療の状況 正1,分娩 (単胎自然分娩)       3正 常1/1娠・産じ、くの管 F■

健康者に対する検査 健康診Wi(査 )・ 管理 5予防接11

そのlLの保 lll・ サービス

(● :`‖ J"|「 |

(例

","r卜

名)

‖(t(01:ヤ t嗜い1

‖|力

`′

′)111火

|まな 枚枚のC
nに椰0している
41合 |ま.ll傷 絆i名

紫況讐俊壇:択してください
=|

|lilllttil:

:颯霧為‐
‐短掟t Fll作 用物‐

||:lillllllillllil

[:ヨiliFfi

[榊嬌

"願
・I(合併症を伴わないもの

' 10高
血圧(症 )

糖尿病(1■ )腎症     ‖虚血性心疾忠
糖尿病(性 )網膜症

‐    121尚卒1・

勝量暑 牒 な ぅ轟 鷹

‖

8鼈 ‖銹 黒 )

1巴 llt(症 )         15慢 性腎不全(181性 1や臓病)

Fs・ lttllt症 (1旨 質異常症) lGl il卜疾患
17その他の疾患

自動章奏通事ま|

1晰
傷

傷

明

．

自

他

不

・

⑦

③

⑨

一

○IF疾患の1大況の追加
肝炎対策基本法て平成22年 1月 施

行)に 基づき、1千炎の総合対策を推llし

ていく上で原因ウイルス別の忠者数の把
握はf■ 要であるが、現行の主傷痛名の
みでは把握できていないため。

○タト傷の原因
回答方法が異なると類41tになり回答の

1ギi度 が落ちるため、他の調査項目と合
わせた|コ 答方法へ変更.調査lr項に変
■lな し,

Ol・ ll傷 病名
「bl尿病側〕網膜症 J―「糖尿病00
眠合lll症」(主 傷/7j名 の分類に統一)

喘 尿病 (lJ:)足 病変J(出現数が少な
いため肖1除 )

'03～
05以外の合 ,卜症をH:う 栖尿rll」

(f糖尿病 (1」:)足病変」を削除したため
選択 1支 番号を変更)

○注釈
副傷痛については設間と重複するた

め注釈を枷1除。
1liキ神疾患」について、簡潔に整理。
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新 23年調査 (案 )
|口・20イ

「調査 変更理由等

削除

(6)透析治療 lD状況

6) jStJi?f,rfi(/)| r i'ttf+j&ljit*,fiq" 2 +o)l[|]fr4tilhtft+3lar)itL4 40n

〔J∫[1宅替rlll
医療施設静lLt調 査において、それぞ

れの医療施設における人工透析の1か

月間の17F数の把握を行つている。また、
社会医療診療行為別調査において、傷
病別の透析治療の件数等詳細な分lrrを

することも可能である。調査の重複を見
直し、記入者負l● 軽減を図る観点から
肖1除する。

(6)診療費等支払方法

(6)診療費等
支払方法

自7生 診療
繰 険外併用
療養費を含む)

医 lr・ 保険等、
公費負担17療

介言像保1悛

(介言1扶助を

含む )

典 協
つけてください。

なお、介護保険
サニビス利用者
て:医療保険等
と公費負担底療
を併用している
場合は、それら
め両方について
選択してくださ

I (医 療保険等 )

01 健康保険・各種共済組合(本 人)  05

02 健康保険・各種共済組合(家 族)  06

03 国民ltt,そ 保険         07

04 退職者医療          08

―

ヽ

ｌヽ―́

―

ン
(公 7を 負担医療 )

感
'イ

トlEの■防及び感染症の想者に対する医jr・ に関する法1:

障害者自立支援法 (育成医療、更正医療、精神通院医療)

生lF保護法(`,ボ 扶 Dll)

そのlLの公費負担による{Jの

(7)診療費等支払方法

(7)診 療費等
支払方法

該当するもの
すべてを選択し
てください。

自費診療
(保険タトリF用 療養費を含む )

2医療保1貪 等、公費負担医療

3介護保険
(介護扶助を含む)

I (医 療保険 等 )

Π (公 費負担医療 )

縫颯
ゑ姜魏議
;:!!il子 i:摯

鍛

`黎

J

ノ

法十

　̈一
計
　
硼

ｒ
ｌｌ
ｌｌ
ド
ｒ
ｔ

おおまかな傾向が把握でき、記入者負
担峰減を図るため,選 択肢を統合
Of全国健康保険 協会管掌健康保険」、
「lal康 保険組合」、「各fI共 済組合J―
「llll康保険 各fll共済 i■合」
○「退nt者医療 (本 人 )J、「退職者医療
(家族 )」

→「退lllt者 医療 J

※それぞれ選択 R支 の統合前の医療 {■

険別 l■ l14… 保Fyt局調査課「医療背の

動向Jで把握可。

IE式 名称ではわかりにくい選択llKに つ
いて、一般的な略式名称に変更又は襦i

足説明を追加

○「高齢者の医療の確保にPFlする法律 J

一「高lF者医療 (後 1期 高llli者 医療珈l

度 )]

○
'障

害者 自立支援法」―「(育成医療、
rt生 医療、11等神通院 医療)]を追加

一般診 lrr所 においては出現しないた
め間1除

○「粁:lll保 健及びlliネ‖昨害者福‖Jこ lrl

する法律 J

注釈
○他の項 目と統一した書き方に変更

(8)来 1完時の1't況

(8)来 院時の状況 救急の受診

通常の受診

〔千
3 徒歩や 自

くり子ⅢT」
●

'今

けヽキ:ずれなF?中|||“
=||ll1 診療時間内の受診  2 1診療時間外の受診

(9)救急の1夫 況

`?)牧

意?||1最 な 11撃急車にょり搬送  2救 急外来を受診 3診素時高外の受調 `iγ :以外
該当するもの

すべてを選択し
てください。

0項目名の変更

救急での来院か否か、■た、救急であ
る場合は来院の手段や時鮒1lf等、来院
時の状況を総合 l13に 把握する調査 jl l日

であるため。
OttI「 t lltが わかりにくいたメ)表 現を変更

rl文 急外来を受診」一「徒歩や自家用
1二等による1文急の受診 J

ri～ 3以外1-「 通常の受診 J

O回答方法の変更
重複回答では煩‖日こオ|り結果の‖i度

が落ちるため、来院の手段と,キ |』帯を段
階的に回答するよう選択1支 を分け/3

(10)入 院の状況

(10)入 院の状況 1 1   生命の危険は少ないが入院浩療を要する     4   検査入1完

蠍l黎]寵
卜

に Ili「 1‖l偽刻 理 院可能   5そ

の他

(11)入院の状 lll

(H)入 院の状況 1 1   生命の危険は少ないが入院治療、手術を要する    4   検11入院

2   生命の危1埃がある                 5   その他

3   受け入れ条 (キ が惟えば退院可能

○「生命の危険は少ない /・7・ 入院治療を
要する」
「手術Jは「入院冶療」に含 iれるため
枷1除 する。

○注釈

回答り
~る

時点を明 FlrFに す /● ため追加
1~る .

調査lI項 に変更なし

-7-



新 23年調査 (案 )

平成23年 lo月 ls・ 1921日 (指 定された1日 )

変更理由等

平成20年 10月 212224日 (指定された 1■ ) 調査実施 日の変更

0忠者の住所
ll喜躊i層:楊景臨 →| 1譜 置 : 禁手を鳳鼎蒻 |→

|   1籠

記入しやすいように選 lPkljKの 表記を変更。
調査事項に変更なし

(■ )外来の lJl別

(4)外来の種91 初

診
1

2

通院
訪間診療

再

来
[【詮舗以獅訪問}一

前回診療 (訪 間)月 日
平成 2J年  月   日

(4)外 来の範印!

4)外 来のTf別 初

診
通院
訪問診療

再

来 鶉以タトの訪問} ~
前回診療 (訪問)月 日

平成20年  月   日

調査時期に合わせ「平成23年」べ変更。
調査 tlf項に変更なし。

おおまかな傾向が把握でき 記入者 rA

担怪減を図るため、選択肢を統合
○「全国健「に保険協会管単llll廉 保険 J、

「
1/t・凛保険組合」、

「
各lI共 済組合J一

「健康保険・各種共済組合J

Of退 ll t者 医療 (4ヽ 人)J、 ri■ ■t者 医療
(家 族)J一「退nt.・ 医療 J

※それぞ,L選択肢の統合前の医療保
険〕lltt値 …・保険局調li課「医療費の
動向」で把握可.

正式/F.称 では1つかりにくtヽ選択Л支につ
いて、一般的なm絆式名称に変 ltl又 は‖i

足説明を追加
〇「高齢者の医療のI確保に関する法‖:」

―喘 齢者医rr・ (後 期高齢者医療制
度)」

○「障害者自立支援法」―「(育成医lr・ 、
更生医f●・、喘 l・ ,1院医療)Jを追加,

注釈
O ILの 項目と統一した:J卜 き方に変更

(6)診 療費等
支払方法

該当するもの
すべてに0印 を
つけてください.

なお、介護保険

{薔製晨華‐
と公費負担医療
を併用している
場合は|それら
の両方にちいて
選択してくださ

1白 lt・ 診療
(保険外lll用

療養費を含む )

2医療 保険等、
公費負担 Eflit

3介護 保険
(介護扶助を

含む )

―

　　『
ヽ

―

―

―

―

ノ

∩
Ｆ
Ｆ
Ｐ
懸

(医 Irt保険等)

健康保険 各種共済組合(本人)

健康保険 各種共済組合(家族)

国民健康 1呆険

退職者医療 ‐

(公 費負ln医療)

感染症の予防及び感染症υ〉患者に対する医療に関する法律

li害者自立支援法 (育 成医療(更工医療、精神通院医療)

生活保護法 (医療状助 )

その他の公費負担によるもの

―ヽ

6)診 療 lt等

支γ、方法

該当するもの
すべてを選択し
てください。

なお:介護保険

革薔卍優奪
と公費負担匡療
を併用している
場合は|それら

3天

`[凛

::`

自費診療
(1呆 険外llllll療 養費を含む)

2医療保険等、公 rt

3介設保険
(介護扶llJJを含む)

■ (公費負担医療)

感染症のテ防及び感染症の患者に対する医療に関する法fl・

障害者自立支援法

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公費負lllに よるもの

―ヽ―́
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新・23年間査 (案 ) 旧・20年調査 変更理 由等

平
"t23年

9月 1日 ～30日
平成20年9月 1日 ～30日 調」4L渋施 日の変更

(3)懇 者の住「JT

(3)忠 者の住所 1 1 当院と同じ市区mr村内
2 軸 と剛 姉 山 絆

1  鵬 |  1専 □ 需本|

様鑽輻櫂轟糀轟hittim≧、
ヽ
―
―
―
「
―
ノ

(3)患者の住所

病院と同じ市区町村内

彎̈ 区
Fわ□ □嘉□拝村

○記入しや1いように選択肢の表記を
変更.

○回答の精度向上のため、注釈を追加
する。
調査事項に変更なし

(■ )i凸 去の入院の有無

(1),6去 の人院 l  l  有

―

lR院年月日 平成    年    月    日
の有 1嗜   1  2 無

[糊
鼈 岬 鰊 瀾 輻 牌 】剰 I』 ず

鶴 剛

〕

新 規

再入院の状況について、患者の動rpl

(入院前の場所、イE院期間等)と lllせ て
把握した方が、地域特性に応した医療
提供体i‖ の整備等、医療行政べの活用
によりrn効 であるため、入院票から削除
し退院票に追加する。

(5)人 1坑年 11日 、(6)選‖完lr月 日

5)人 1完年 ,1日 成

和 日

(6) '■ 1院 1二月日
平 成  23 年 9 月   日

(4)入院 1■院 lF月 日 ○項目の分制

○調査1キ期に合わせ「:「 Flc23年 」へ変更。
調 4LJi41こ 変更なし,
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新 23年調査 (案 ) 旧・20年調査 変更理由等

幽̈
2正常分娩 (単胎 自●l・ 分娩 )

4 tll康 者に対する検査、ltl康 診断 (査 )

3正常ク1娠  産じょくの管理
・管理 5その他の保健サービス

』評聴
|

除きます。)

2)副傷病名 (該 当するものすべてにO印をつけてください。)

‖懸[纏|口Tれ

もの
‖き#彙¨常口招絣驚鮮

1儡
よ

器屁盟U島場tフ曽潔農菅伴う嫁病‖艦畔
巌患  措爆博憲叙側

T腎臓励

J、「肝硬変」スは「肝及J呼内鷹管の悪性新生物Jの場合は、

)1畿4猿1蹴階轟菖薦身,″ら1:壺11韮t

ケ宮震魏難 111轟躍霧
'摯

(7)受療の状況 (5)受 療の状況

(5)受 療の状況 2正 常分娩 (単胎 自然分娩 )

4 1tl康 者に対する検査、健康診断

3

(査 )・ 管理 5

正常政1娠・ lrrじ ょくの管理
その他の保l■

lサ,ビス

(例 :`刊 →

“

1●

("l"i‖

`ヽ

ヤ,)

‖|`|(“ ,111P,

いヽ●‖
'1相

t根型)

またt枚数あ傷

"に
椰忠している

場合は|"1{“颯名

辮 瑠
択しヽ ください.|

13‐鳥i接晟:

鼈
靱
鰺
をいいまり■(ただ
し「hlll ttH口 tユ 除
きます.).

外傷の原因 (中毒を含む)[

〕孝ξ[ξll』静貫「章il″:

鋳範 13霧
スポ■ツ申の事故 ■1・■
転倒・転落

(2)副 傷病名 (該 当するものすべてに○印をつけてくださぃ )́

情尿病(合″,症を伴わないもの)10高 11圧 (症 )

糖尿病 (ll)腎 症     ‖虚血性心疾患
糖尿病 (性 )網膜症    12脳 卒中
糖尿病 (摺 :)神 経障害   13聞 塞性末梢rlJ脈 疾患

病(性)足病変  1 14大 fJllltf/k患

,3■96然外の合併
=を

伴う糖屎病  (大」lllttF71 1、 大 ll噺瘤 )

Л巴満 (症)        151饉 性腎不全(慢性瞥臓病 )

高脂 ll■ 症 (1旨
『

i異 常症) 161n神 疾患
17その他の疾患

○肝疾患の状況の追加
肝炎対策基本法 (平成22年 1月 施

行)に基づき、1千炎の総合対策をIIL進 し
ていく上で原因ウイルス別め患者 J/tの把
握は重要であるが、現行の主傷病名の

みでは把握できていないため。

○外傷の原因
回答方法が異なると煩雑になり回答の

P8度が落ちるため、他の調査項目と合
わせた回答方法へ変更。調査事項に変
更なし。

○副傷病名
喘 尿病 (性)網 1史症」→f糖尿病 0■ )

眼合併Fr」 (主 傷病名の分頓に統一)

鴨 尿病 (性 )足病変」(出現数が少な
いため削除 )

『03～ o5以タトの合lll症 を伴う糖尿病 ]

(「 糖尿病 0■ )足病変」を肖11除 したため
選側 支番号を変更)

Or■釈
l・ 1傷 r71については設間と重複するた

め沼1釈を浄1除 .

「情神疾患」について、洒潔に1≦ 理。

尚11除

(6)がん治 ll・ の有り11

がん治4/1の 1 1  有
-  1化

学療法  放 1サ線治療
存1嗜     l          l

齢 17」
翼

〕 12無   |  
〔
2解 照射 3M鍬 岬 射 4そ の他

〕

医療施設 llllLI‐Jl査 において、放射線
治療及び外来化学療法の実施状況の
把握を行つている。また、lt会医療診II「

行為別調査において、放rlM治療ごと
0)詳11な件数の把握を行つている。調
査の重複を見直し、記入者負担16減を
図る観点から肖1除する.

(8)診療費等支払方法

(8)診療費等
支IA方法

.該 当するもの
|

:,IT:

日費診療

(保険外 lll用

療養費を含む )

I (医療保険等)

01 健康保険:各種共済組合(本人)  05

02 健康保険:各種共済組合(家族)  06

03 国民健康保険        07

04 退猥者医療         o8

鶉̈臨̈̈
」

2医療保険等、
公費負担医Jrf

3介護保険
(介護扶助を

含む )

―

ヽ

「
´

ヽ
―

―

―

―

ノ

(公 費負担医療 )

感染症の十防及び感染症の忠者に対する医療にF/1す る法‖:

ll神 保ltt及 びヤイ1卜障害者福1は こ関する法律 (措置入院 )

障害者 自立支援法情 成医療、更生に療)

生活保護法 (医療扶助 )

その他の公賛負担によるもの

(3)診 療 rt・ 苺〉支払方法 おおまかなltI向 が1■握でき、記入者 負
担軽減を図るため、選択 1芝を統合
○「rt府管掌健康保険 J、 樅 康保険組
合」「各fI共 済組合」―「

1/L・1,保険 各
lJ共 済ill合 」
○「退nt者医療 (本 人)」 、「退lPl者医療
(家族 )」 一「退llll者 医lltJ

※それぞれ選llk肢 の統合前の医療保
険別l数値… 保険局調査11「医療費の
Jlb向 」で把握可。

正式名称ではわかりにくい選IFk肢 につ

電裏扇記堪協1訃
式

争
細 鍛 更鶏 柿

21吾朧薯窪躍霧 儡 鼎 鼎 弊 綺
律J

き}繕神保健及び精神障害者福lllこ 開
する法律」→

'(lBL置
人1完)Jを追加

入院と外来、又は、病院と診療 F・JTを合
算した全数を把握するため、他の調査
票と合わせ選択肢を追 lll

O ri障 害者自立支援法 (育成医療、更生
医rr)」

注釈
○他の項目と統一した書き方に変更
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艮

1日 20年調査 変更 FJ:由 等

(9)病床の種別

(9)病 床のfII別 1         1 精神病床      4 療養病床 (医療保険i直 用病床 )

2 感染症痛床     5 療養病床 (介言〔保険適 lll病 床 )

3 結核病床      6 -般 病床

(9)rll床 の種ワ|

°m創
1師 [動患鷲[∬響

〕 :珈 鷹珈 m
3 感染症病床            7  -11病 床

4 結核病床

老人性認知症疾患痢 Yt病
棟を有する

施設の・Ht少 により、出現数が少ないこと
から

'1帝

料〕病床」として統合整理する。

※老人性認知症疾患療養耐 lt・ …介護
サービス施設 事業所調査で把握可。

(10)入 院前の場所

′|こ●11`“ ″111,■  ,ル ‖‖Fi“ η)

`「
'」
～
「bJの場合い、その所在地にういて記入してくたさぃ。)

211T,Ⅲ守ヤEヨ 霞 Eヨ 11Eヨ i

(10)入院前の場所

(10)入 院前の  l 家庭
場PFr    l〔  1判

=Lp院
_… ■ (Lσ2■ 院:診壼所に通1完  3作 こに■0カ Ⅲl,■ 1カ ‖lil崚 ,)4そのfし 〕

:性纂li方[難 ;[肯:鶏
6製

流l書聖贅嬌暢割
7悧教融施謝こM

入院前の場所→医療機関→転帰一退
院後の行き先という流れを地理的にも詳
nmに把握するため入院前の所在地を追
加し、「医frF提 供体制のrl保に関する基
本方針」(平成 19/AF3月 30日 告示)に基
づく医療計画の策定のための基 IPt資 ||

とする。

(11),(1院 Iキの状況

(11)来院時の状読 l         l   救急の受診

時
1  ●常の乗診   「 2 救急車により搬送  3

(「 2,又は
'3Jの

瘍合は、いずれ力ヽこOFpをうけそくたさぃ。)

1 診病時間内の受診  2 診療時間外の受診

(11)救急の 1夫 ,兄

OⅢ峨
4‐ 1警急〔1救急コこよ嘲■ 21な外|を手多 3診 本時間外?受謝  411～ 3以外

腋当するもの
すべてをL●択し
てくだき。ヽ

O項目名の変更

1文 急での来院か 7i力 、また、11急であ
る場合は来院の手段や 1+‖ ||卜 等、来院
時の1カ況を総合的に把握するrll査 項目
であるため。
O選択1支がわかりにくいため表現を変更
「

1文急外来を受診」一 r徒歩や自家■|

11等による牧急の受診」
「1～ 3以 外」→「lLl常の受診」

〇回答方法の変 ll

fl複回答では傾‖tに /1Nり 響ittυ)ri度
がたちるため、来1院の手「tと‖

=問
|卜 を段

階的に回答するよう,ltttlllKを分ける.

(11),■1院後の行き先

(11)退 1院後の

行き先

1賞
「

!署i),〕

341こ |"llて ,Iル 11鷹

'″
 Iル‖1411■ , 4

′力

"元
・ 言′薫 ,いこ人 1売

5地域医l1/支 援病院 ‐特定機能病院 6そ のlLの病院
8介護老人保健施設に入
10 fl:?hilLlirrrifl:^ff I ll..n{tlt (

(13)退院 後の行き先

●0澪
彗そ

の

lr臀 当陶 3[咋  2他 の病院 診療所に通院 3● こに″

“

砧 ,″ /jl高性¬ 4その他 〕

(12)に帰(『5

死亡Jυ ,場 合|■

記入のビ要11あ

(:躙署質岸樋掘誨|[斯
機菅:印亀老人福:L売姿仕突紫 フ診痢 )

10社会 ll・ ねLliL設 に入所    ‖ そのlL(不明等 )

入院前の場所―医療機関―転 IIl→退
院後の行き先という流れを地11的にも詳
細1に把握するため退院後の所在地を追
加|し 、唯 療提供体制の rlL保 に関する基
本方奮IJ(平成 19年3月 30口 告示 )に 基
づく医lrr計 画の策定のための基礎資料
と

'~る

.
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新 23年調査 (案 ) 1日 2ヽ0年調 査 変更理由等

平成2)年 9月 1日 ～30日 平成20年 9月 1日 ～30日 調査実施 日の変更

(3)患者の住所

(3)患者の住所 1 1 当院と同じ都道府県内
2 当院とは,|の都道府県 →

|     1 需資

(3)忠 者のlt所

0肺姓所
11 

謬震離層鼎鼎盟貴→|   1鮮

記入しやすいように選択肢の表記を変更。
調査事項に変更 /1・ し

(■ )過去の入院の有無

4)過去の入院 1  1 有

―

,こ院年月日 平成 年
の有無   1  2 無

〔踊鮮閻魃 量t#量介[1鵞:】謂I二4院

軸
〕

新規

再入院の状況について、患者の動向
(入院前の場所、在院期間等)と 俳せて
把握した方が、lL域特lllに 応じた医療
提供体 llの整備等、医療行政への活用
により有効であるため、一般診療所票か
ら伸l除 し退院票に追加する。

(5)入院年月 日、(6),1院年月 日

5)入 院年 月日 成
和

平
昭 年 日

(6)退 l12L年 月 日
平 成  23年 9 月   日

(■ )入院・退院年月日

(1)入 院 退院

11月 日 入1院年月 日

1  平成

2  昭和
年 月 日 退院年月 日 平成20年 9■   日

0項 目の分■1

0調査時期に合わせF平成23年 Jへ変更。
調査lf項に変更なし.

(7)受療の状況

(7)受療の状況

ヽ
―
―
―
―
―
ノ

¨̈̈̈
¨̈̈̈
甫̈酵f賞昔
藷jil
l厳神作用物質に
よる

'|「

及び行動

篠 轟層:,
合失劇症型

“

雷
及1怯想社障●

減

麗燥箸鵠半塚瞑磐う性t診断(翻・管理:署λ戦こ″;ぜ理

(5)受療の llN況

(5)受 療の状況 正常分llrt(単胎 自然分娩)

健,こ者に支|する検査、lll・康診Wi

3

(査)管 理 5

正常llT娠 ・産じょくの管理
そのlLの保健サービス

("1:tlI)"‖ H
(何 :"」 ,卜″,)

‖位(14:「 |イ,“ |

‖:がん)■ 1人

(ljti",■ 1■い代ⅢⅢ
■もできるた

'14
外傷の原因(中毒を含む)

|

主傷病名が外傷(中毒を含む)の
場合は1下 lllか らその原因を該当
する番号で1つ記入してください。

儡
的
脇
利

⑦
③
◎

(2)副 傷病名 (該 当十る|、 のすべてにの F口 をっけてくだヽい )

帖尿rTl(合 lll症 を1+1)な いもの〉 10高壺L「I(症 )

糖尿病 (性 )1埠症     11虚 血 1■′心疾患

糖尿病(性 )紳膜症 | 1  12脳 卒中
糖尿病(性 )11経障害   13閉塞性末梢動lJR疾 患

諄島 駿 胤 馨臨 it凛♂

41溜
鵬 議 、大動脈m

肥満 (症 )        15慢 1■ 臀不全d晏性腎臓病)

高 1旨 血症 (1肯 ll異常症) 1喘 神疾患
i7そ の他の疾忠

珈穆
蝙̈
腑
魃
蜀

O肝疾出の状況の追加
‖千炎対策 llL本 法 (平成22旬11月 施

行)に 基づき、肝炎の総 合対策を推進し
ていく上で原因ウイルス別の患者数の把
握は lrl要 でぁるが、現行の主傷病 名の

みでは把握できていないため。

O外傷の原因
回答方法が異なると煩雑になリロ答υ)

ギi度が /Fちるため、他の調査項目と合
わせた回答方 ll′ 変ヽ更_調査1'項に変
llな し,

0]1傷病名
「糖尿病 (性 )網膜症J―「糖尿病 0■ )

RR合 併症,(主 ltb痛 名の分頻に統一)

「糖尿病 (lll)足 病変J(Hl現数が少な
いため仰1除 )

「03～05以外の合併症を伴う糖 lr.F7i」

(「 1着尿病 (1■ )足病変」を肖J除 したため
選択肢番号を変更)

OttfFk
F81傷 病については設間とTt複 リ

ー
るた

め注釈を削除.
「精神】疾患1について、簡潔に整理。
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新 23年調査 (案 ) 旧 20年調査 変更理由等

尚11除

(6)がん治療の有無

ん v治療の 1 1  有 ― 一→ 1 1 イヒ学療法  放4f課 治療
有 無

1111碇(慶 ]12無  |  〔
2休外照l13腔 内 組縦ノ!照身+4そ υ)他

〕

医 fF「 施設静態調査において、放射繰

治瞭及び外来∫ヒ学l1/法の実施状況の

把 lF■ を行つている。また、l■ 会医療診療
行為別調査において、放射線治療ごと
の詳細|な 件1/tの把撮を行つている。調
査の重複を見直し、記入者負担峰減を
図る観点から肖1除 する。

(8)診療費等支払方法

(S)診療費等
支払方法

該当するもの
す

^て

にO印を
つけてください。

なお 介預保険
サ■ビス利用者
で、医療保険奪

鮮:∬
の両方にらぃて
選択してくださ

自〕セ診療
(保険タトリF用
療養費を含む)

医療保険等、
公 l・t負担医療

介言1保 険
(介 i饉扶助を

含む )

I (医 療保険等 )

0: 健康保険・各種共済組合(本人)

02 健康保険 ,各 種共済組合(家族 )

03 国民 lltl康保険

04 退職者医療

Ц  (公費負lu医 療 )

高齢者医療
(後期高齢者医療制度)

労 l」ll災 害・公務災害

自」JlコIIFl害 1音 lll保 障法

その他

０５

　

“

　

０７

　

０８

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ヽ

ヽ
―
―
―
―
ノ

∩
――
ド
Ｐ
υ

感!た症の予防及び感
'た

症の忠者に対する|=療 に開する法『ト

障害者自立支援法(育成医療、更生医療)

」こ活保:〔法(|[療扶助)

そのl_の公ノI負担にLるもの

(8)診療費等支払方法

診療費等
支払方法

1 自費診療
(保 1吹外,F用療養費を含む)

2医 fr・ 保険等、公☆負担医療

3 介言隻保1険

(介護扶助を含む)

(医療保険等 )

核当するもの
すべてを選択し
てください:

なお(介護保険
サrtF^利 用者
で、医療保険等

鮮 聟
の両方にういて
記本してくださ

ヽ
―
―
―
―
―
ノ

仁

―ｌ

ｒ

ｒ

で

(公 費負担医 fr・
)

感染症の予防及び感染lllの ■者に対するL療に1円 する法(P

精神保腱及 び精神障害者福祉に関する法律

生活保護法 (ll療 扶助 )

その ll_の公費負lllに よるもの

おおまかな傾向がl■lFLで き、記入者負

担軽減を図るため、選択肢を統合

Of政 府管掌健康保険 J、
「健康保険組

合り、「各fJi共 済組合」→ flll療保険・各
種共済組合 J

O「 退lrt者 医療 (本 人 )」 、樋 職者医療
(家族 )」 ―「lfstrlt者 医療 J

※それぞれ選択1支の統合前の医療保

険 71数値 ・保険局調査御:「 医療 ltVの

Jjl向 」で把握可。

正式名称ではわかりにくい選択肢につ
いて、一般的な略式名動

“

こ変更
○「高齢者の医療の確保に開する法1:j
―「高齢者医療 (後 1■高齢者医療市1

度 )」

一般診療所においては[1現 しないた
め尚1除

O rlll‖]保 lll及 びhい,障害者補 llJこ∫舅
する法 1:J

入1坑 と外来、又は、病 12tと 診療所を合
悌した全数を把握するため、lLの 調査
_・ と合わせ選択 1支 を追 ll l

O叫 害者 自立支援法 (育 成医 ly.、 更生
|工 療 )」

注 f「N

OILの項 目と統一した ilド きブJこ変更

(H)来院 |キの状 rlt

(11)*院時の状ユ1             救急の受診

〔ィ
1 ‐通常の受診   1 2 救急車により搬送   3 徒歩や自家用車

('2」 文|ま
'3」

の場合は、いずれヵ、こo印をっけてください。)

■ 診泰時間内の受診  2 診療時間外あ受診

(11)救 急の状況

。D■ の|,1岬 [1然急車により輩送 2救 急外来を受診 3診療時間外の受調
41～ 3以外

該当するもの
すべてを選択し
てください.

〇項 目名の変更
1文 急での来1院か否か、■た、1文 急であ

る場合litt17Lの 手rttや‖キ間‖〕等、来院
1キの状況を総合的に把IFtす る調査項目
で.tlる ため。
○避沢11がわかりにくいため表現を変更
「救急外来を受診J一 r徒歩ゃ自家月]

J二 等による救急の受診」
「|～ 3以 外J―

'通
‖:の 受診 J

O回答方法の変更
重複回答では煩雑になり結果の枯度

/j・ ,`ち るため、来1売の手段と
'キ

出]帯を段
階的に回答するよう選択 n支 を分ける。
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